
2021 年度リーグ戦 順位決定法 

 

関西女子学生バスケットボール連盟 

【１部リーグ】 

１．全試合勝点方式とする。勝者 1 点、敗者 0 点とする。 

２．１次リーグを行う。 

 ・1 巡の総当りによる対戦を行い、順位を決定する。 

３．順位決定について 

＊同勝点チームが２チーム生じた場合 

 (1)当該２チーム間の対戦の勝点が大なる方を上位とする。 

(2) (1)で決定できない場合は当該２チームの全試合のゴールアベレージが大なる方を上位と

する。 

※ゴールアベレージとは、総得点÷総失点 

＊同勝点チームが３チーム以上生じた場合 

 (1)当該チーム間の対戦の勝点が大なる方を上位とする。 

(2)当該チーム間の対戦の勝点が同じ（棄権を除く）場合、当該チーム間の対戦のゴールアベ

レージにより順位を決定する。 

 (3)ゴールアベレージが同じとなるチームが２チーム生じた場合は、当該２チーム間の対戦の

勝点が大なる方を上位とする。 

 (4) (1)(2)(3)で決定できない場合は当該２チームの全試合のゴールアベレージが大なる方を上

位とする。 

 

【２部リーグ】 

１．全試合勝点方式とする。勝者 1点、敗者 0点とする。 

２．１次、２次リーグを行う。 

(1)１次リーグは A・B の２ブロックに分かれて対戦する。 

(2)２次リーグは１次リーグの順位により 

上位ブロック／A1・B1・A2・B2・A3・B3 下位ブロック／A4・B4・A5・B5・A6・B6 

２ブロックに分かれて対戦し順位を決定する。(但し、再戦なし)  

  (3)１次リーグの勝点は２次リーグへ持ち越す。 

３．順位決定について 

  同勝点のチームが２～３チーム生じた場合は、１部リーグと同じ。 

 

 

【３部・４部リーグ】 



１．全試合勝点方式とする。勝者 1 点、敗者 0 点とする。 

２．１次、２次リーグを行う。 

(1)１次リーグは A・B の２ブロックに分かれて対戦する。 

(2)２次リーグは１次リーグの順位により 

上位ブロック／A1・B1・A2・B2・A3・B3 下位ブロック／A4・B4・A5・B5・A6・B6 

２ブロックに分かれて対戦し順位を決定する。(但し、再戦なし)  

  (3)１次リーグの勝点は２次リーグへ持ち越す。 

３．順位決定について 

  同勝点のチームが２～３チーム生じた場合は、１部リーグと同じ。 

 

【５部リーグ】 

１．全試合勝点方式とする。勝者 1 点、敗者 0 点とする。 

２．１次リーグを行う。 

 ・1 巡の総当りによる対戦を行い、順位を決定する。 

３．順位決定について 

  同勝点のチームが２～３チーム生じた場合は、１部リーグと同じ。 

 

【入替戦】 

1.2021 年度リーグ戦では入替戦を行わない。 

2.入替戦は、各部とも実施せず、2 校を自動昇格とする。降格なし。 

3.リーグ戦順位の 2 部 1 位、2 位は 1 部へ昇格。3 部 1 位、2 位は 2 部へ昇格。4 部 1 位、2 位

は 3 部へ昇格。5 部 1 位、2 位は 4 部へ昇格。 

4.各部の順位が確定した場合に自動昇格する。最終順位が確定しない場合、自動昇格はしない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新型コロナウイルスに伴い棄権した場合の得失点の取り扱い 

新型コロナウイルスに伴い棄権した場合の順位決定の方法の取り扱いを次のとおりとする。 

・棄権試合のスコアは 0-0 とし、全試合のゴールアベレージ（総得点÷総失点）により順位を 

決定する。（ゴールアベレージが大なる方を上位とする） 

 

前提）C チームが棄権し「B チームと C チームの試合ができなかった」場合 

例１）０ー１の場合 
    

 
A B C ゴールアベレージ 

A（２ゲーム済） 
 

７０ー６０ ４０ー５０ 1.000 

B（不戦勝） ６０−７０ 
 

１−０ 0.871 

C（棄権：不戦敗） ５０−４０ ０−１ 
 

1.220 

     

例２）０ー０の場合 
    

 
A B C ゴールアベレージ 

A（２ゲーム済） 
 

７０ー６０ ４０ー５０ 1.000 

B（不戦勝） ６０−７０ 
 

０－０ 0.857 

C（棄権：不戦敗） ５０−４０ ０−０ 
 

1.250 

     

例３）０ー２０の場合 
    

 
A B C ゴールアベレージ 

A（２ゲーム済） 
 

７０ー６０ ４０ー５０ 1.000 

B（不戦勝） ６０−７０ 
 

２０−０ 1.143 

C（棄権：不戦敗） ５０−４０ ０−２０ 
 

0.833 

 

・例 1）と例 2）の場合 

A（2 ゲーム済チーム）と B（不戦勝チーム）が C を下回り不合理となる。 

・例 3） 棄権試合の点数を高くした場合は A と B の対戦結果を不合理にすることになり、 

C（不戦敗チーム）に大きなハンディとなる。 

 

→適正な不戦敗・不戦勝に伴う点数は決められないため、棄権試合のスコアは０−０とする。 

→当該チームの全試合のゴールアベレージが大なる方を上位とする。 

 

 

 

 


